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UPFAの議席数は 2010 年の選挙時の 144 から減少して 135 であった。国会議
席総数が 225 なので，UPFAはまだ過半数を超えている。しかしシリセーナが
UNPのウィクレマシンハを首相に任命したことで，閣僚らもUPFA議員から











していた。それでも新政権は 100 日以内，すなわち 4 月下旬をめどに改革を行
うと公約で述べていた。結果は，予定より遅れたものの大統領の権限縮減など















































人事に関しては，1 月 21 日にサラット・フォンセーカ民主党党首に対して，
剥奪されていた軍歴，肩書き，年金，選挙権などを回復させた。1 月 28 日に
は，モハン・ピーリス最高裁長官の任命手続きには問題があったとして解任し，
シラーニ・バンダーラナイケ前長官（第 1 章 司法への介入，参照）を復職させ















シリセーナは 2014 年 11 月にSLFPから離反し，野党共通候補として大統領











UNPの議席数は 65，野党UPFAが 135 であった。したがってウィクレマシン
ハは少数与党による政権運営を強いられることとなった。苦しい政権運営は，




て，1 月 21 日には 52 人となった。しかし表３−１および表３−２に示すよう
に，UNP政権はUPFA所属議員を取り込んで与党の地位を安定させて問題に
対処する必要が生じ，大臣数は 3 月末に 76 に膨れ上がった。その後も離脱と
加入があり，6 月には前政権時には及ばないものの 80 人の大所帯になってし
まった。UNP議員の大臣数が 1 月以降 35 人で変化しないのに対して，UPFA



















Prime Minister Ranil 
Wickramasinghe
Policy Planning and Economic 
Development
1 月 12 日 1949 6
John Amaratunga  
Public Security & Christian Affairs 
and Disaster Management
1 月 12 日 1940 6
Joseph Michael Perera  Home Affairs 1 月 12 日 1941 6
Gamini Jayawickrama 
Perera
Food Security 1 月 12 日 1941 5
Mangala Samaraweera  Foreign Affairs 1 月 12 日 1956 6
Karu Jayasuriya
Democratic Rule and Buddhist 
Affairs, Public Administration 
1 月 12 日 1940 4
Lakshman Kiriella  Plantation Industries 1 月 12 日 1948 6
Ravi Karunanayake  Finance 1 月 12 日 1963 5
Rauff Hakeem 
Urban Development, Water Supply 
and Drainage
1 月 12 日 1960 5
Patali Champika 
Ranawaka  
Power and Energy 1 月 12 日 1965 2
Rajitha Senaratna Health and Indigenous Medicine 1 月 12 日 1950 5
Duminda Dissanayake  Irrigation 1 月 12 日 1979 4
Kabir Hashim  
Highways and Investment 
Promotion
1 月 12 日 1959 4
M.K.D.S. Gunawardena  Land 1 月 12 日 1947 3
Sajith Premadasa  Housing and Samurdhi 1 月 12 日 1967 4
Wijedasa Rajapaksa Justice 1 月 12 日 1959 2
Gayantha Karunathilake Media 1 月 12 日 1962 4
Naveen Dissanayake  Tourism, Sports 1 月 12 日 1969 4
Arjuna Ranatunga  Ports and Shipping 1 月 12 日 1963 3
Rishad Bathiudeen  Industry and Commerce 1 月 12 日 1972 3
Palani Diganbaram  Estate Infrastructure Development 1 月 12 日 1967 1
D.M. Swaminathan  
Resettlement, Reconstruction and 
Hindu Affairs
1 月 12 日 不明 1
Akila Viraj 
Kariyawasam  
Education 1 月 12 日 1973 2
Thalatha Athukorala  Foreign Employment 1 月 12 日 1963 2
Ranjith Madduma 
Bandara 
Internal Transport 1 月 12 日 1954 6
P. Harrison Social Services and Social Welfare 1 月 12 日 1964 5




Muslim Religious Affairs 1 月 21 日 1956 4
A.H.M.Fousie Disaster Management 3 月 22 日 1937 5
S.B.Nawinna Labour 3 月 22 日 1946 6
Piyasena Gamage 
Skill Development and Vocational 
Training
3 月 22 日 1949 6
Dr. Sarath Amunugama Higher Education and Research 3 月 22 日 1939 5
S.B.Dissanayake Rural Economic Affairs 3 月 22 日 1952 5
Janaka Bandara 
Thennakoon 
Provincial Councils and Local 
Development
3 月 22 日 1953 5 ×
Felix Perera Special Projects 3 月 22 日 1945 5
Mahinda Yapa 
Abewardene 
Parliamentary Affairs 3 月 22 日 1945 4 ×
Reginald Cooray Aviation Services 3 月 22 日 1947 3
Vijith Wijeyamuni 
Soysa 
Irrigation 3 月 22 日 不明 1
Mahinda Amaraweera Fisheries 3 月 22 日 1962 4
Lakshman Yapa 
Abeywardena
Parliamentary Affairs 5 月 29 日 1955 5
国務大臣
Nandimithra Ekanayake Culture 1 月 12 日 1943 4
V. Radhakrishnan Education 1 月 12 日 1952 1
Fasizer Mustapha Estate Affairs 1 月 12 日 1969 2
Palitha Range Bandara Power and Energy 1 月 12 日 1962 4
Dilip Wedaarachchi Fisheries 1 月 12 日 1957 4
Rosy Senanayake Child Development 1 月 12 日 1958 1
Rajiva Wijesinghe Higher Education 1 月 12 日 1954 1 ×
Ruwan Wijewardene Defence 1 月 12 日 1975 1
K. Velayudhan Plantation Industries 1 月 12 日 1950 1
Niroshan Perera Youth Affairs 1 月 12 日 1971 1
Mohamed Thumbi 
Hassan Ali
Health 1 月 21 日 1945 2
Pavitradevi 
Wanniarachchi
Environment 3 月 22 日 1964 5 ×
Jeewan Kumaratunga Labour 3 月 22 日 1958 5
Mahinda Samarasinghe Finance 3 月 22 日 1956 5
C.B.Ratanayake
Public Administration and 
Democratic Rule
3 月 22 日 1956 4 ×
Dilan Perera Housing and Samurdhi 3 月 22 日 1962 5 ×
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Pandu Bandaranayake Democratic Governance 5 月 29 日 1962 5
Ranjith Siyambalapitiya Environment 5 月 29 日 1961 4
Hemal Gunasekara Samurdhi and Housing 5 月 29 日 1959 1
副大臣
Champika Premadasa Industry and Commerce 1 月 12 日 1948 4
Harsha de Silva
Economic Development & Policy 
Implementation 
1 月 12 日 1964 1
Eran Wickramaratne Road and Investment Development 1 月 12 日 1957 1
Sujeewa Senasinghe Justice 1 月 12 日 1971 1
Wasantha Senanayake Tourism 1 月 12 日 1973 1
Vijayakala Maheswaran Women’s Affairs 1 月 12 日 1972 1
Ajith P. Perera Foreign Affairs 1 月 12 日 1967 1
Anoma Gamage Irrigation 1 月 12 日 不明 1
Wasantha Aluwihare
Mahaweli Development and 
Environment
1 月 21 日 1962 1
Amir Ali Sahabdeen
Housing and Samurdhi 
Development
1 月 21 日 1961 2
Mohammad Shariff 
Thoufeek
Internal Transport 1 月 21 日 1971 2
Ranjan Ramanayake
Social Services Welfare and 
Livestock Development
1 月 21 日 1963 1
Tissa Karaliyedda 
Buddha Sasana and Democratic 
Rule
3 月 22 日 1952 5
DayashrithaTissera Fisheries 3 月 22 日 1966 3
Ranjith Siyambalapitiya Home Affairs 3 月 22 日 1961 4
Laxman Seneviratne Disaster Management 3 月 22 日 1957 6
Laxman Yapa 
Abewardene 
Aviation Services 3 月 22 日 1955 5
Lalith Dissayanake Irrigation 3 月 22 日 不明 2
Jagath Pushpakumara Plantation Industries 3 月 22 日 1963 4
Lasantha Alagiyawanna Rural Economic Affairs 3 月 22 日 1967 2 ×
Sudarshani 
Fernandopulle
Higher Education 3 月 22 日 1960 1 ×
Shantha Bandara Media 3 月 22 日 1973 1 ×
Neranjan 
Wickremasinghe
Law and order and christian affairs 3 月 22 日 1961 1
Chandrasiri 
Sooriyaarachchi
Land 5 月 29 日 1953 2
Thilanga Sumathipala Vocational Training 6 月 4 日 1964 1





Wijaya Dahanayaka Public Order 6 月 4 日 不明 1
Erik Weerawardane Ports and Shipping 6 月 4 日 不明 1 ×
Victor Anthony 不明 6 月 4 日 1949 1
Sanath Jayasuriya
Provincial Council and Rural 
Development







SLMC CWC NUW JHU DNA ACMC 合計
閣僚 国務 副 閣僚 国務 副
1/12
31 8
1 1 1 1 1 1 45
18 6 7 4 3 1
1/14
32 8
1 1 1 1 1 1 46
18 6 8 4 3 1
1/21
35 8
3 1 1 1 1 2 52
19 6 10 4 3 1
2/9
35 7
3 1 1 1 1 2 51
19 6 10 4 2 1
2/14
35 6
3 1 1 1 1 2 50
19 6 10 4 1 1
3/22
35 32
3 1 1 1 1 2 76
19 6 10 15 6 11
4/2
35 31
3 1 1 1 1 2 75
19 6 10 15 6 10
5/21
35 27
3 1 1 1 1 2 71
19 6 10 14 3 10
5/29
35 32
3 1 1 1 1 2 76
19 6 10 15 6 11
6/10
35 36
3 1 1 1 1 2 80
19 6 10 15 6 15
7/16
35 33
3 1 1 1 1 2 77
































した表 3 − 3 の議員たちである。ここでかつてラージャパクサ寄りとされてい
た議員も次々とシリセーナ支持を表明して，シリセーナ支持派が形成された。
サラット・アムヌガマ（Sarath Amunugama）は 21 人のSLFP議員とともに，





（Susil Premajayantha），ニマル・シリパーラ・デシルヴァ（Nimal Siripala de 
Silva），および幹事長アヌラ・プリヤダーシャナ･ヤーパ（Anura Priyadarshana 




（1 月 15 日）により，シリセーナの党首就任が合意され（10），それとともにラー
ジャパクサを支持していたSLFP幹部らもシリセーナ支持と 100 日プログラム







表 ３－３ 2015 年 1 月にシリセーナ支持を表明したUPFA議員
名前 誕生年 当選回数 選挙区
Athauda Seneviratne 1931 6 Kegalle
Dayasiri Jayasekara 1969 3 Kurunegala
Faiszer Musthapha 1969 2 Mahanuwara
Jagath Pushpakumara 1963 4 Monaragala
Janaka Bandara Tennakoon 1953 5 Matale
Piyasena Gamage 1949 6 Galle
Reginold Cooray 1947 3 Kalutara
S.B. Nawinne 1946 6 Kurunegala
Sarath Amunugama（Dr.） 1939 5 Mahanuwara
Vijith Vijithamuni Soysa 不明 1 National List
























（Ratnasiri Wickremanayake），D.M. ジャヤラトネ（D.M. Jayaratne）とアラヴ
ィ・マウラナ（Alavi Maulana）などの首相経験者クラスは，顧問に任命された。
〔UPFAの動き〕
















Dilum Amunugama Dilum Amunugama









Kumara Welgama Kumara Welgama Kumara Welgama
Lohan Ratwatte
Mahinda Yapa Abeywardena
Mahindananda Alutgamage Mahindananda Aluthgamage









Salinda Dissanayake Salinda Dissanayake Salinda Dissanayake
Shehan Semasinghe
Shriyani Wijewickrema








Vasudeva Nanayakkara Vasudeva Nanayakkara
Vidura Wickremenayake Vidura Wickremanayake Vidura Wickremaratne
Weerakumara Dissanayake
Y.G. Patmasiri










UPFAに所属する政党の呼びかけにより 2 月 18 日コロンボ郊外のヌゲゴダ































しかし，3 月 26 日にラトナプラで開催されたラージャパクサ支持集会には
国会議員 25 人（表３−４の 2 列目）と主催者発表で 7000 人が激しい雨のなか




いて大量クロスオーバーは何度もあった（2007 年や 2010 年）。どちらもUNP




















































いならば，国会で審議され，国会議員の過半数（イシューによっては 3 分の 2）
の賛成で成立に至る。







































第 19 次憲法改正は 2015 年 3 月 16 日に官報に掲載され，3 月 24 日に首相に
よって提出され，国会の議事次第リストに加えられた。その後，最高裁に憲法
改正案に対していくつかの訴えが提示され，審議がなされた。4 月 9 日の国会
議長の報告によれば，最高裁の判断としては，憲法改正案は合憲であるがいく


















てUPFA議員ら 50 人以上の議員が 4 月 20 日夜より国会で座り込みを行い，21
日には，国会議事堂の前で 5 時間にわたり抗議活動を行った。このため議長は
休会を宣言せざるを得なかった。






4 月 28 日，12 時間の審議の後，225 議席中，212 人が賛成し，10 人は欠席，




























（選挙区 125 議席，比例区 100 議席）（現状は 196 議席と 29 議席）だったが，SLFP
（UPFA）や少数政党は 255 議席への増員を主張しており，6 月 5 日に首相への
不信任動議を提出して反対の意思を表明していた。それでも 6 月 8 日には首
相の提案（225 議席：選挙区 125，選挙区ベースの比例 75，ナショナル・リスト 25）
が閣議でいったん承認された。ところが 6 月 12 日に特別閣議が開催され，シ































































































UNFGGはマニフェスト「60 カ月計画（5 ポイント計画）」を 7 月 23 日発表し
た。
１）経済強化
































8 月 5 日，UPFAの中心政党，SLFP顧問であるクマーラトゥンガは，沈黙
を破り特別声明を発出し，1 月の大統領選挙の勝利を静かな革命と呼び，その
勝利を守るべく，国のためにビジョンと決意をもった候補者に投票するよう呼
び掛けた（24）。これも 7 月 15 日の大統領演説と同様，実質的にUPFA（SLFP）
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ラージャパクサ陣営を揺さぶるような事件が発覚した。8 月 6 日，コロンボ








2015 年 1 月の大統領選挙で勝敗を分けたのが北・東部の票，すなわちタミ
ル票だった。総選挙において，TNAは共通野党の一角ではなく，単独で臨ん




























8 月 17 日の投票率は，79.8%と 1 月の大統領選挙と比べると若干落ちたもの
の，有権者の関心は高かった。UNPが 509 万 8000 票，UPFAは 473 万 2000
票とUNPが 36 万 6000 票差で勝利した。議席数ではUNPが 60 議席から 106 議
席に伸びて，SLFPは 144 議席から 95 議席へと大きく減らした。JVPは 6 議席，











があるためである。2010 年 4 月の国会議員選挙は第 1 章で述べたように，直
前の大統領選挙（2010 年 1 月）で，内戦終結の功績を武器にラージャパクサが
勝利しており，UPFAの勝利は順当で，得票数は 484 万票であった。そして，














重大 軽 火器の使用 重大 軽 火器の使用
2010 年 148 137 10 117 407 4
2015 年 100 122 1 109 196 0
（出所）　https://cmev.files.wordpress.com/2015/08/communique-2.pdf（2015




































National Policy and Economic Affairs Ranil Wickremesinghe （Prime Minister） UNP
Foreign Affairs Mangala Samaraweera UNP
Justice, Buddha Sasana Wijeyadasa Rajapakshe UNP
Rehabilitation and Resettlement & Hindu Affairs DM Swaminathan UNP
Tourism Development & Christian Affairs John Amaratunga UNP
Sustainable Development & Wildlife Gamini Jayawickrema Perera UNP
Transport Nimal Siripala de Silva SLFP
Social Empowerment and Welfare SB Dissanayake SLFP
Labour and Trade Union Relations WDJ Seneviratne SLFP
University Education and Highways Lakshman Kiriella UNP
Disaster Management Anura Priyadharshana Yapa SLFP
Technology, Technical Education and Employment Susil premajayantha SLFP
Law and Order and Prison Reforms Thiak Marapana（2015 年 11 月辞任） UNP
Law and Order Sagala Ratnayake UNP
Prison Reform DM Swaminathan UNP
Health, Nutrition and Indigenous Medicine Rajitha Senaratne UNP
Finance Ravi Karunanayake UNP
Skills Development and Vocational Training Mahinda Samarasinghe SLFP
Home Affairs Vajira Abeywardena UNP
Internal Affairs, Wayamba Development and Cultural Affairs SB Nawinne UNP
Megapolice and Western Development Patali Champika Ranawaka UNP
Fisheries and Water Resources Mahinda Amaraweera SLFP
Plantation Industries Naveen Dissanayake UNP
Power and Renewabe Energy Ranjith Siyambalapitiya SLFP
Agriculture Dumindsa Disssanayake SLFP
Rural Economic Affairs P Harrison UNP
Public Administration and Management Ranjith Maddumabandara UNP
Parliament Reforms & Media Gayantha Karunathilake UNP
Housing & Construction Sajith Premadasa UNP
Ports & Maritime Affairs Arjuna Ranatunga UNP
Lands MKADS Gunawardana UNP
Upcountry New Villages, Estate Infrastructure & Community Development P Digambaram UNP
Women and Childrens Affairs Chandrani Bandara UNP
Foreign Employment Thalatha Athukorala UNP
Education Akila Viraj Kariyawasam UNP
Petroleum & Petroleum Gas Chandima Weerakkody SLFP
Sports Dayasiri Jayasekara SLFP
Southern Development Sagala Ratnayake UNP
Telecommunication & Digital Infrastructure Hrin Fernando UNP
National Dialog Mano Ganesan UNP
Primary Industries Daya Gamage UNP
Urban Planning and Water Supply Rauff Hakeem UNP
Industry and Commerce Rishad Bathiudeen UNP
Public Enterprise Development Kabir Hashim UNP
Postal and Muslim Affairs Abdul Haleem UNP
Development Strategy and International Trade Malik Samarawickra UNP
Irrigation and Water Management Vijith Vijayamuni Soysa SLFP





National Integration & Reconciliation AHM Fowzie SLFP
Highways Dilan Perera SLFP
Land TB Ekanayake SLFP
Law & Order and Prison Reforms Priyakara Jayarathne SLFP
Finance Lakshman Yapa Abewardana SLFP
Labour & Trade Union Relations Ravindra Samaraweera UNP
Education V Radhakrishnan UNP
Skills Developmet & Vocaional Training Palitha Lange Bandara UNP
Fisheries & Aquatic Resources Development Dilip Weddaarachchi UNP
National Policies & Economic Affairs Niroshan Perera UNP
Defence Ruwan Wijayawardene UNP
Rehabilitation, Resettlement MLAM Hisbullah SLFP
University Education Mohan Lal Grero SLFP
Industry & Commerce Champika Premadasa UNP
Child Affairs Maheswaran Wijayakala UNP
International Trade Sujeewa Senasinghe UNP
Irrigation & Water Resources Management Wasantha Senanayake UNP
Agriculture Wasantha Aluwihare UNP
City Planning & Water Supply Sudarshini Fernandopulle SLFP
副大臣
Sustainale Development & Wildlife Sumedha G Jayasena SLFP
Public Administration & Management Susantha Punchinilame SLFP
Rural Economic Affairs Ameer Ali UNP
Megapolis & Western Development Lasantha Alagiyawanna SLFP
Housing & Construction Indika Bandaranayaka SLFP
Health, Nutrition & Indigenous Medicine MC Mohomed Faizal UNP
Post, Postal Services, & Muslim Religious Affairs Dulip Wijesekara SLFP
Plantaion Industries Lakshman Wasantha Perera SLFP
Ports & Shipping Affairs Nishantha Muthuhettigamage SLFP
Disaster Management Dunesh Gankanda UNP
Petroleum & Gas Anoma Gamage UNP
Foreign Affairs Harsha de Silva UNP
Power & Renewable Energy Ajith P Perera UNP
Public Enterprise Development Eran Wickramaratne UNP
Social Empowerment & Welfare Ranjan Ramanayake UNP
Transport Ashoka Abeysinghe UNP
Tourism Development & Chirstian Religious Affairs Arundika Fernando SLFP
Telecommunication & Digital Infrastructure Tharanath Basnayake SLFP
Provincial Coucils & Local Government Karunarathna Paranavithana SLFP
Home Affairs Nimal Lansa SLFP
Sports HMM Harees UNP
Mahaweli and Environment Anuradha Jayaratne SLFP
















































System of Preferences: GSP）復活を発表した。アメリカのスリランカに対する
GSPは 2013 年 7 月 31 日に失効したのち，更新されていなかった。アメリカ国
連大使でオバマ大統領の上級顧問のサマンサ･パワーが 11 月に来訪し，北部の
視察などを行った。ここでもパワーは，シリセーナを他の為政者がなし得ない




























ン最高裁判事を最高裁長官に任命。タミル人の就任は 1991 年にHerert Thambiahが退
任して以来。
⑶　リーダーシップ研修はこれまでに 4000 人が受講，2 週間の訓練が課されていた。
2013 年には訓練中に死者が出たこともあった。
⑷　3 月 3 日にはMRIAの夜間閉鎖が決定した。
⑸　ポートシティ（CPC）プロジェクトは 2016 年 3 月に首相名で再開の通達が出され，





























⒆　Daily FT，2015 年 7 月 8 日付け，“President Imposes Conditions on Rajapaksa’s 
Nomination”　http://www.ft.lk/article/442733/President-imposes-conditions-on-
Rajapaksa-s-nomination









　The Sunday Observer，2015 年 8 月 9 日付け，“Wasim Tajudeen Left an Undying 
Memory”　http://www.sundayobserver.lk/2015/08/09/spo06.asp
　Daily FT，2015 年 8 月 22 日付け，“UNP, SLFP Create History with Decisive MoU 
for Joint Governance”　http://www.ft.lk/article/461083/UNP--SLFP-create-history-
with-decisive-MoU-for-joint-governance
　http://www.state.gov/secretary/remarks/2015/05/241418.htm
　http://slembassyusa.org/sri-lanka-us-relations/visit-to-sri-lanka-by-u-s-assistant-
secretary-of-state-for-south-and-central-asian-affairs-and-u-s-assistant-secretary-of-state-
for-democracy-human-rights-and-labour/

